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１－３ 公共施設の配置と土地利用 

 （１）基本的構成図(まちづくり構想図) 
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万日山 

北地区 

坪井川 

 

二本木Ｂ地区 

白川 

二本木Ａ地区 

 

幹線道路 

駅前広場 

商業・業務施設地 

都市型居住・複合地 

一般住宅・複合地 

公園・広場 

出会いとふれ合いの広場 

・駅前広場と周囲の拠点施設等に
により、賑わいのある交流の舞
台を形成 

アメニティ軸 

・出会いとふれ合いの広場と万日
山・白川を結ぶシンボル性の高
い景観軸および活動軸 

北の回遊拠点 

・都心部からのゲートエリアにふ
さわしいシンボル性の高い緑
地・水辺空間 

情報交流拠点施設 

・情報発信、学習および商業機能

を有する複合的な交流拠点 

水と緑の舞台 

・白川・坪井川の親水空間と都市
的空間の調和を図ったシンボル
的なオープンスペース 
・白川河川敷活用のセンター的役
割(休憩施設及び案内施設等) 

街
まち

のみち 

・駅前広場を起点として、拠点的

施設や水辺空間等を結ぶ歩行者

系の回遊軸 

熊本合同庁舎 

南の回遊拠点 

・合同庁舎と坪井川と一体になっ
たオープンスペース 
・イベントや回遊の拠点 

駅前の顔となるみち 

～森のみち～ 

・駅と商業業務地を結ぶ主要歩行
者軸であり、市電を利用する街
なか交通軸 
・広幅員の道路に人と市電と車が
共存する熊本の顔 

水辺の小径
こみち

 

・坪井川の水辺環境の向上と河川
沿いの緑道の配置 
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（２）都市空間デザイン 

①都心部との関連性から見た空間構成の基本方針 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《地区を構成する空間軸の考え方》 

 

県都・熊本にふさわしい 

シンボリックな“まち” 

→豊かな水と緑と調和し、人々に「癒し」を与える   

   都市空間づくり。 

→九州熊本の歴史を表現・アピールしつつ、新たな  
   熊本らしさを形作る都市空間づくり。 

→道路・水辺・広場空間が、相互の連続性を意識させ 
 人々に「期待感」を持たせる市空間づくり。 

→公共空間と民有空間が一体となって、県都の顔と 
   なるシンボル的な都市空間づくり。 

→多様な人々の活動を、安全で快適にサポートする 
  「安心」を与える都市空間づくり。 

→地球環境や都市デザインにおいて、九州の牽引役 
   となる都市空間づくり。 

目指すべき空間構成の基本方針 

地勢から見た基本方針 

動線から見た基本方針 

機能から見た基本方針 

 

都市の成長を実感し、活力

とにぎわいのある“まち” 

豊かな地域の環境と共生す

る“まち” 

・広域的位置づけ：「熊本の玄関口」、「九州を代表する生活・文化の交流拠点」 
・熊本市における位置づけ 
            ：副都心として、九州中央の拠点にふさわしい交流拠点を形成し 
          中心市街地全体のポテンシャルアップを図る。 

熊本駅周辺地区の望まれる役割 

空間構成のデザインテーマの設定 

■地区全体が『森の都』を感じさせる空間の演出により、様々な人々

 に『癒し』を提供する空間づくり 

■地区の個性や魅力（自然・歴史・文化・都市活動等）を活かし、誰

 もが『心の安らぎ』を感じ、ここでの様々なふれあいが『感性(心)

 に響き』、また、より多くの人々を惹きつける『洒落たデザイン』 

 の空間づくり 

・出会いとふれ合いの広場 

 （駅及び東西駅前広場）と 

 万日山（緑の拠点）・白川 

 （水辺空間）を結ぶ シン 

 ボル性の高い景観軸及び活

 動軸 

・軸上に様々な交流の場が整

  備され、駅周辺地区の賑わ

  いを醸し出すとともに、人

  々を駅から緑・水辺へ誘う 

  空間づくり 

森のみち 

・熊本駅への主要アクセ 

  ス道路として自動車だ  

  けでなく、市電やバス 

  など都心等との連絡機 

  能を有する街なか交通  

  軸 

・地区の主要南北軸とし 

 て、パークステーショ 

 ンにふさわしく“森”を 
 実感できる空間づくり 

水辺の小径 

・坪井川の水辺空間と歴史 

 的資源の活用により、賑 

 わいある地区内で心の安 

 らぎを与える散策路 

 

・東Ａ地区再開発と一体と

  なった親水広場を設け、

 懐古的な風景と水辺の都 

 市文化を再現できる空間 

 づくり 

      心安らぐふれあいが感性に響く 

                 森の都の癒しの空間 

アメニティ軸 
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②基本的な視点と空間デザイン配置方針 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 都市空間デザイン方針  基本的な視点と空間デザイン配置方針   

西のゲート 

南のゲート 

東の ゲー

北のゲート 

“北の回遊拠点” 

“南の回遊拠点” 

“街中の交流舞台” 

“パークステーションの要” 

“水と緑の舞台” 

森
の
み
ち 

水
辺
の
小
径 

○アメニティ軸 

  西口駅前広場 … 開放的で明るい広々とした空間 
  東西自由通路 … 来訪者に優しく、使い勝手の良い憩い空間 
  東口駅前広場 … 出会いとふれあい、木漏れ日の広場 
             駅に降立つと、安らぎを感じる癒しの空間 

  東A交流広場 … イベントや各種催しに適し、高低差を活用 
            した立体的な舞台空間 

  熊本駅新外線 … 枝張りの狭い高木並木で空の開けた空間 
  坪井川水辺広場… まちの歴史や懐古的な風景を見せる 
           安らぎの空間 

○森のみち 

  熊本駅北部線 … 熊本の歴史・文化を感じながら都心部へと 
            誘う空間 

  熊本駅城山線 … 電車が緑豊かな林の中を走る個性的な空間 

○水辺の小径 

  坪井川景観軸 … 水辺を眺めながら歩いて楽しむ親水空間 

空間軸と回遊拠点 

４つのゲート 

 東のゲート … 白川橋からの眺望を活かした溜まり空間 
 西のゲート … 西口の入り口としてゲート性をみせる空間 
 南のゲート … パークステーション領域の境界 
 北のゲート … 北の回遊拠点を兼ねる 

○回遊拠点 

  北の回遊拠点 … 駅周辺の環境イメージと都心部の歴史 
          文化特性との融合をみせる空間 

  南の回遊拠点 … 坪井川、街角広場、合同庁舎公開空地 
          及び歩道が一体となった辻広場 

（西口） 

（東口） 
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《西口駅前広場》 

・万日山を後背に持つアメニティ軸西側

の拠点として、利用者が自然の豊かさを

感じる空間づくり 

《東口駅前広場》 

・ 利用者にとって判りやすく、賑わいを創出し広がりある空間を確保するとともに、憩いと安

らぎのある空間づくり 

・アメニティ軸東側の導入部として、新外線の軸線を視認できる空間づくり 

《西のゲート》 

・アメニティ軸の西のゲートとして

緑と地区の歴史を感じさせる空

間づくり 

 

《安らぎ・賑わいの軸》 
・後背の万日山の豊かな緑と歴史性

を感じさせる空間づくり 

《坪井川親水広場》 

・地区内で水辺を身近に感じられる憩いの空間と

して、また坪井川の歴史を感じさせる空間づく

り 

③公共空間のデザインイメージ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アメニティ軸のデザインイメージ 

《賑わい・憩いの軸》 
・ 「出会いとふれ合いの広場」から来訪者や地区内活動者を坪井川親水広場へ導く空間づくり 

（動から静へ、期待感を持たせるデザイン） 

《交通広場》 

・東口の拠点施設である再開発建築物とあわせ

て、賑わいの場として機能 

・イベント広場としても利用できる広がりある空

間づくり 

《ペデストリアンデッキ》 

・北部線及び城山線から駅に近づいたことを

視認させる構造物として、街並みに調和し

つつもシンボル的なデザイン 

《出会いとふれ合いの広場》 
・熊本の玄関口として、緑・水・歴史を感じる空間づくり 

・賑わいの中にも、憩いや安らぎを与え、来訪者に優しい

空間づくり 
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森のみちのデザインイメージ 
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水辺（坪井川・白川）の利活用イメージ 

水辺の小径 

・坪井川の水辺空間を利用した 回遊性

を高め、心の安らぎを 与える散策路 

・坪井川の眺めを題材として、眺めなが

ら歩く親水空間 

水辺の広場 

・アメニティ軸の拠点として歩行

者系動線のクロスポイントの

親水空間 

・坪井川の水辺と石垣を眺め潤い

と歴史性を楽しむ水辺 

水辺の緑地 

・白川橋上下流左岸高水敷につ

いて、年間を通して親しまれ

利用される親水機能を持っ

た水辺空間 

水面の活用 

・石塘堰の湛水期間中における市

民等の船遊びも可能となる環

境空間 

・歴史資源を活かし、水辺の都市

文化の再生 


